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キタテハ           ルリタテハ 

 

成虫 E

せ い ち ゅ う

Aで冬をこすチョウたち。キタテハの A E幼虫 E

よ う ち ゅ う

Aはカナムグラを、ルリタテ

ハの幼虫はサルトリイバラを食べます。両者ともにはねのうらは枯れ葉そ

っくりで、冬ごししている間はまわりの A E風景 E

ふ う け い

Aにとけこんで目立ちません。 

春が近づいてあたたかい日が 増
ふ

えると、日なたを飛び回るようになりま

す。 

 

 

キバラモクメキリガ 
 

成虫で冬をこすガ。木のえだのかけらにとてもよく似ています。樹液
じ ゅ え き

や花

のみつ、灯
あ か

りなどにやってきます。他のガとちがって、敵
て き

に見つかると

飛んで逃げようとせず、じっとかたまってやり過ごそうとすることがあり

ます。 

 



 

クビキリギス 

 

成虫で冬をこすキリギリス。冬ごししている間、体の色を茶色く変えるこ

とがあります。あごの力が強いがおとなしい性格で、主に植物の葉っぱな

どをエサにしています。春になると草むらや生垣(いけがき)の中で「ジー

ーーーッ」と切れかけた 電球
で ん き ゅ う

のような音で鳴きます。耳にしたことがあ

るかもしれませんね。 

 
 

カブトムシの幼虫 
 

夏の終わりに産み落とされた卵からかえった幼虫は、腐葉土(ふようど)の

中ですくすくと育ち、冬には 2 回目の 脱皮
だ っ ぴ

を終えて大きな終齢幼虫(し

ゅうれいようちゅう)になっています。このころの幼虫は成虫よりも体が

重くなります。５月～６月ごろになるとさなぎになり、夏の森で活動する

時を待つのです。 
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